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今月号のここがポイント！

本号では，高分子・プラスチックをベースとした材料の製造・加工技術ならびに評価

法についての解説記事を掲載しました。

1 題目は生分解性高分子の表面微細加工に関する記事です。本記事では，ガス透過性

を有する多孔質金型を樹脂表面に押し付けることで，材料表面に微細形状を精度良く付

与するインプリント技術について紹介いただいています。

2 題目は炭素繊維とプラスチックを複合化した材料である CFRP の製造技術に関する

記事です。ここでは，CFRP の抱える製造上の課題やその解決のための革新的技術につ

いて紹介いただいています。

3 題目はプラスチック成形加工品の分子配向評価法を紹介しています。主にラマン分

光法を中心としたプラスチック内の分子配向評価法についての解説記事となっていま

す。ぜひご一読ください。
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